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北太平洋のスケトウダラ栗源の正賓性は,利用刀法の発達とともに近年急送に瑚大している｡1970生の世

界のスケトウダラ捉水飴げ里は366万 トソに適した｡他方カムチャツカ半島水域で見られるような1965年の

Jt産開始後の CPUEの低下,HL体の小型化 成熟年faの低下などの吸盤も生 じているが(北野ほか.1972)

この海域の漁業ICは.スケトウダラ賢帝にかけろ期待は78l次大きくなるであろう｡

このような漁菜の対鮫とする爪の典EEは.形態学的.生理学的,生態学的.あるいは過伝学的な特性によ

って区別され.瓜櫛,系統qf,地ノ)群などの術語で呼はれる場合がある｡大西洋二/ソの研究過樫で詮議さ

れ,産卵生態と形態から地方型を定顕した HF･TNIくEのJEえ方は EJIEtENllAUM (1928 相川.1960より引

用)の定義へと伝えられた｡相)Hや泊知 (1974)に上ると El1RtミNIlAUMは l･lEINKE の考えを変形し,伺

一時卿 こ同一の海況の下に産卵され粁化した稚仔郡は.同一の形態的特化を獲得するという定我を地力群に

あたえた｡この考え方ri瓜部太平洋産こ y./の脊椎什政の扱年変化の.作実 に J:って否定 され (TEm R,

1937).TiNTNG(】946,50,52)や HAMATeLL'[(1971)の seatroulやスケトウダラの人為環境下での坪

+報文番号 A84

本研究の-勤 まJL林水産技術会iXの特別研究itによる.

●●舶住所 東京大学海洋研究所 (東京捕中野区南台1-1511)



2 岩田采彦

動はむろんのこと,これらの研究結盟より形態的特故が地域個体群の指標とされる価値を問いなおされなけ

ればならなくなった (IwATA& HAMAZ,1972)｡したがって形態的形Ttはむろんの こと,生潜的特針 こも

現塊の形℡が-LtT代の時間内で多様に的き,それ らの称故を非常に扱#にし,解訳しにくくなると思われ

る｡

汎溝対象機の捜内の泉田とは ''新涼の再生産単位●.であると考えれば',その集団内での交配様式が非選択

的であるかぎり, '-一過伝子給源 (genetxx)I)を共も'する名僧体幹'と同点的に考えることができる｡したが

って糸田の逓伝的組戊が直接研究されれは.短時間の類推変化に上る非田の特鼓の複錐さを問題にすること

なく,紫蘇のPf'ヒ産の汝練を井油にしているか否かを山雌的に判断することができるはずである｡

血清タt/バクや孔BE脱水素群素では,ある唖の蛙LJt状態で.そのTl気泳動の各分酉の丑が変動することが

知られているが (松不,1966,KARLJSSON皮 CARLSSOITi,19681,-九 数世代程度の環境の変化では変災

しない遺伝子に支配された血液型が発見された (松本.1966参照) そして近年では同様の特散をもつ多く

の群乗やク1/バク2Iの多型が各価の生物で次 キ兄い出されて.これを遺伝的な指標とした集E3lの研究がシ,

ウL),,ク,1ェやヒトなどでも進展し(JOHヱヾSONI,Ial,1964,GRELLeItJL,1965),同時に集Blについての

教理3-的巌胴が高度に行なわれている (CROW andKIMURA,1970)｡

水産生物についても血液型や抗原型の研究が1950年･ころから進み (CusHING,1964,鈴木,1967).yル筒

先泳動法の売過によって各種の捷術液を用い.血液や血球中のタンパク質の多型,ついで各種の群発の多判

が発見さA,それらをもとに魚嗣共同の退伝甥的研究が行われる1うになった (LTGNY,1969)｡

本論文では.此太平洋に't息するスケ トウダラが,穀つのfE源の雌Jii推削立を持っているかを知るEl的

で,逓伝子給源の分椎を訳みた結果について報告する｡この口約で舶薮された行李粟ク.//くクは.人間の1家

系3tLr代にわたって閑表されて .ndophenolr)xldase と名付 け られ た約66.00 の分子丑をもつ柿索で

(BREWER,1967),後に Letrazollum OXld.lSeと名前が変えられたものである｡

本削 こさきたち.ご指茶いただいた東苅 一̂学粘洋研究所沼知他1-博=E7,元北海退大学水産学部叔控訴井/Ji

三博上.また-/ラスカ所ての追証実鋲をしていただいた F M UTTER,A G JoHh'SON 両博士 (米国立

キントレーグ漁業研究所)に感謝いたLます｡按本採恭にご協JJL､ただいた北海道大学北作研究施設 北海

道区水産研究軌 IR此海区水産研究所,道立水産,..R験切の関係各位にお礼rllL上げますO
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テ トラ′1)ウム･オキシダーゼの多型祝奴によるスケトウダラ無難耶についてのJLt田地伝学的研究 3

材 料 ･方 法

スケトウダラの LeLrazDllUm OXldase(TO)の電気泳動で検出し終る多型現教をaIベるために炎められた

標本は,El本近海より東満べ-1)ソ〆あまでの16標本{･tF)g 1,Tablc1).1摂,tは39脚作から145個休を

含んでl､る｡

漁獲の対象とされている仲良 25cmp-tJg'以上の各個経の'J;気泳動-クーー/には休良による特別な変化が

認められなかったので性成熟に適した体長約 35cm 以｣-の個体を四本として扱った｡標A;個体は採集後急

速疎S'iL.実験室に持ち掃ってから測定と同時に組織を摘出して,伸び冷凍畑で約一20oCで実験まで保存し

た｡各組戦の7イソザイム･,､クーソは,染色した場合の分画の明瞭皮と -̂きさから推定される濃度に基は

認められるが,軌轍間でアイソザイム･,リ ーソに題射 王ないため りwATA,1974),抽LLi鬼理の忠も容易な

脳をF71いて TO 適伝T･頻度の水域rii比 較を行なった｡また性による TO iB伝 (一秋皮の統計的有意差も認

められないので (lWATA,1973),雌掛 1分片しないでRF折した｡

横木の脳風軌 ま25mlの CF トレイ (96穴)に入れ祉括保存した｡r海験に使用する塊合には,室Tnで

解放しlLがら,すばやく8mlの遠心管に入れ.組織とはは等丘の諸相水を加えてィ,i:付ガラス経で.+.モジ

ナイズした｡泌し分弧 ま4●C,20,CNX)Gで20分間行い,上氾液を ToyoN02の 4×6mm のろ紙に吸着

させてデ./ブ･/･ゲルに挿入した｡

加水分轄されたデソノ-/な 003M trlS〔Tr.sOlydroxyncthy))amLnOmClhane〕,0005M クT-ソ較横

砺波に13%の*齢 こなるようにし.95●Cまで加熱 してゲ′ン化 した 電気泳動Mは 5mm Igさのガラス掠

(150〉く300mm)上に は0×250xITnJnの7クリル掛取製の件を6枚重ねて流動Jくラフィソを塗布した抜y

ルを沫し込み 5mm 呼さの7ク1)ル樹脈製あるいはガラスの上題をかぶせ,約 1kgの重 り2個をのせ.

約80'Cの勘なかけて上蓋の歪みを補正した｡なお泳動鮒まあらかじめゲルの温度に近づけるため70-80-Cに

加犯した｡

泳動はろ紋をプリッ)としてTE掻倍と迎AL,し.デ l/-/I/･ゲルの衣耐工non-porefllm で敵い.ゲルの

乾旅を防いだ 花維持の演iIJ液は OCGhJILIOH と03M Ji8B03を含んだ RIDGWAYeLa/_(1970)の方

法を用いた｡花見泳事削ま05-20mA/Cm壬の正統を18-6時tiiJAl喝したO

喝気泳動の終了したデ ンフ ソ･yルほ. 1mnあるいは 2mm の仲さにスライスして. 100ml中に

nltrOblue-1eLrazOllum を 20mgと phenazlnerneLhosulfateを 14Tng含む染色液を35℃に侠ち,これに

1-2時間浸し.非特異的に抑色に染色されるデ./プ./･ゲル上に無色のTOノくソドが現れるまで漁 色 し

た｡

結 果

標本個体の脳軌様を用いて泳動を行うと,TO の7イソザイム･-クー-/は個体に上って異なった陳を示

し.これまで分析された1,013柘のスケトウダラは Flg2に示す3つの卦 こ分けることができる｡

F F JISrF Sr S F 5

PHr;TtOTYPES

Fig.2.ZymogramofteLra2Dllum OXldasewhlch

wasacruallZedbytheelectrophoresISln

13% starchfくellnthelモ】dgwLLy'sl1970)

bur†ersystenl

各7イソザイム ,=ソドは帯本を挿入した原点

よりいずれも阪捷側に移動した｡ただし,個体に

よってもっとも早く泳動する1バンドのみなもつ

もの,もっとも遅く泳動する1,:ソドのみをもつ

もの.およびこれらの2つの,{ソドに加えてその

中関に泳動するレてソドをもつものがある｡これ

らを Fig.2に示すようにそれぞれF型,S型.

SF型と称した｡F型の,:ソドは SF型のもっと

も速く泳動するlノミソドと泳動度が一致し.一方

S確Jの/;ソドほSFgUのもっとも逝 く泳動する l

･{1/ドと同じ位鑑まで泳動することが Flg2で
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も明らかである｡泳動掛 まスケトウダラのTOが lit伝子の座に支促されて発現するサブユニット(ポリべ

ブタイド)の2Jt体で. S型.SF宣臥 F型 の3型がこの退伝子の掛こ2つの対立遺臣子があるために生じ

たことを示 している｡すなわちSF封土2つの対立止転子 'rOeと 'JOrをもち.この2つの近伝子に1っ

てそれぞれ発現した28E原のサブユニ,トSとFが,互いに無作為に結合し.SS,SF,FFの3種薪の7イ

ソザイムをt#成しているものと考えられる｡

このように S≧臥 SF塾および F丑が2対立遺伝子に上って生ずる2つの同型捷合体と1外型接合体であ

るならは,現か こ対する適応lltiがほぼ同じであるかぎり,これ らの 3製は Hardy-Welnbergの法則でPl

持される方igEで存在するはずである｡そこで令標本について,分離されたバター/から退位 F頻度を求め.

その頻度から rlardy-WembeTgの法州にもとずいて滋攻型の3型の期待値を井EttLた (Table1)｡
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Table2･ChlSquareValuesandslgnlflCanCeOtditEerencesbetweentheobservedLrequel氾eSOE

tetra2mllumOXidaseS,SFandFphenotypes(nghLupper),andbetweentheErequencleS
ofrO'andrl0(allelerleEtbclow),
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6 岩田宗彦

m‡終値に対する適合を Z2で井出すると. Tablelに示すように稚内北方の日本海より採処した原木で

は x2値が最大であるが,1648(p-044)となり,すべての各標本は3型を理論的期待佃によく一致した

頻度でふくむと考えられる｡このことは先に推糾したスケトウダラの TO の近臣的支配が.1遺伝子座に

おける2対立遺伝子の制御によるものであることを示陵しているようであるO

各表現型の頻度は標本群によって典なり,SF型が広も多く.S型とIT塾がはば等しいものと,S型が榛

卿 こ少なくF塾が多く出現するものの2塩類に大分できるO筋者に屈する標本は1-11は本で日本近海の太

平洋,オホーツク海および日本巾より採集されたものであるO後糾こは12-16腰本が入り.ペ-リノグ海よ

り得られた標本である｡そこで標本frr)で表現型の各頻度 お よび過伝7-耕度ri;Jの統計的有意差を調べるため

に,名標本間では等しい各表現型棋風 あるいは過伝子頻度を含むであろうという相知仮説によりカイ2ノ兵

検定を行った (Table2).この似合 p-005を仮説適合の一般的上限と考えるならZ2=599.384((Lf-

2,1)となり,八戸沖漂本を除いて.El本近海の10既本とべ11)-/〆海産の5標本とは幼い有意性で表札型頻

度および退伝子戯度に差異が認められるo八7i沖標本は 'JOJに逓伝子新鹿がかたよったため口 ;̂近海の故

標本との間に有意差がみられるoこれを除く円本近海の各棟木肌 およびべ-リング海産の5標本間ではそ

れぞれ.表現型頻度の札 ならびに適伝子頻度rHJに統計的不意泊は認められない｡滋現型頻度ならびに潜転
子頻度に有意ぷ (危険率1%または5%)の認められるカイ2虎検定は,口本近おの11捺ネ群とベーリソグ

海の5標本郡閑の組合せである｡なおアラスカ満座のスケトウダラの TO の退ta1-g値 は (DrsJcuNSON

皮UTrERに依板.私信.1973),本報告の UnlJnLLkA,北側の標本や.PrtblloEALb西側の標本とはは等しい

ことが明らかとなった｡

論 …轟

近年のスケトウダラの系統群についての研究は石田 (1954.1956,1957)にはじまり.彼は.叫Llの輪紋

を用いて行なった年的査定による成長の遠い,耳石と体長との相対成長の及 耳石表面の形状や輪蚊の明瞭

さの海域問比較より.これらの特徴を炎にする世数のポビAレ-/ヨソが｢1本近海にあり,たがいに入り訪i

ることがないという推定は相当信点性のT.恥､ものとみるべきである,としているO耳石の相知成長について

は久新ら (1961)が襟裳岬西方水域にノI_息するA･B2型について,このAIB2型の論議を受けて橋本 ･

小谷地 (1969)は多罰FIFZjJの相対成長の検討を行った｡体節的研究では尾形 (ユ959)が脊椎骨教で日本海椎

のスケトウダラを4つの pcpulatlOnに分析し.lwATA 良 HAMAT(1972)は日本近海に8つの Locallorm

があると庶論した｡しかし同時に.形態的,体節的粘歓の変異に関する災駿的研究についてのE論調から形態

的特徴を populat10n分損の指標とするには問商があり,そのため "locaHorm"(地力製)という語を暫定

的に挺案した.ベーリング海東部大陸棚については,約m (1972)は慮卵鵜の違い,産卵時期の差.刺対成

長より2つの群の存在を主張したO

上述の各報告はスケトウダラの各水域の形態的特徴は各/{に異なり.放つもの水成的 ･形漸(.)な楽LJlのあ

ることを示攻するものである｡-カ1930年ころより淑綬されているスケトウダラの標識放流は(尾形,1956,

汰.1973,辻.1974).日本海の西部とLE部の1930年代の交乾の三拝実をはじめとし,1970咋以降のオホ-ツ

ク轟北海道沿岸より少数個体ではあるが,樺太西#.北海道西岸の武威鵬.根室海峡,椎太東嵐 エ トロ7

良市鼠 カムチャyカ半島水城にまで仏がり再捕された7fF実を明らかにしたOべ-rI/グ海では高橋 111日

(1972)が東部大陸棚上で大きく潜動した4個体の報告を行い,またオ1)ユー トル岬沖からナヴアリソ岬ま

で移動した1個体の屑捕記鐘もある (書臥 1973)｡これらの牒誠放流試験の短期市棚結果か ら見 る と,

I-2週日j卜で100～180マイルも移動することがあり.標鼓放液の実施しやすい産卵直後の魚群は'#飢活動の

過程でかなり大規模な回遊をする勘合もあると考え られ るO各717捕個体が大きな移動を示している嚇合に

紘,産卵活動を特定の1水域のみで行なっているのか.移動の結17とこれまでの知見での異なる系統群とされ

ている水成の産卵場でも再生産括軌を行なうのか,あるいは.移動は標諭された個体の特殊な行動であった

のか,などの巌r乱点が検肘されなければならないと患われる｡ しかし大胆な推定をすると,カムチ十ツカ半
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品I.q辺水域より日本近海まで,またオI)1- トルqlより東部べ-リソグ海大陸伸までの2つの海掛 t.独立

したスケトウダラの大回玉城の範朗である可能性もある｡ 本報/.Jtlの TOま丘伝7-耕度より抵諭される遺伝子

給源を共通にする先細躯Ealは.カムチャツカ半瓜周辺の資料の不足はあるが,これらの2つの海域の回叢屯

田と一致している｡

スケtウダラの TOが健劣開床のない2磯塀の対立iB伝子をふくむ1辻伝子座の支配下にあるために稚

気泳動的に区別できる3屯が生ずることを示した｡この逓伝子座が常染色体上にあり,集団中における2つ

の対立迫伝子SとFの頻度をそれぞれpとq とし.対立池伝子関に適応値の益がなく,柴田閑の況合がなけ

れば,

(pF十qS)2-p2FF+2lXIFS+q!SS

となり.2こ艶の遺伝子に何らかの外力が加わらない限り,この分#比は維持されるはずである｡瓜好め 酵素

についての最近の研究は. MARKERT(1963)がウシの乱麻脱水素辞共の LDH-1と LDH15の2つのア

イソザイムを人為的に逝書会合することによって.この群素が2種煩のポI)ペプチドのサブユニ,トが41

体として構成されていることを証明して以来,30唖以上の多型を持つ群瀬の奄見や,TOの異なるホモ操合

体の個体の交配より,-テF,擾合体の群兼を持つ Flが生まれるという実散的ホ実 tWHm eLaI,1973a,

b,WHEATeLa/.,1973)に上って遺伝学的証明がなされた｡メスケ軌 エ-).?ス,サケ･マスでもIjt伝

千度の2対立遺伝子に1って支足される2立体酵素であることが報告され,それぞれ熊田iB伝学的に躯EEI分

AEに用いられている｡ り0川1SON,1972;JoトLNSONeLaL,1970.ALLENIX)ftF,1973,Um R,1971)｡

また NuMACLIT(1972)はノ/{′レには3対立過伝子の存在を報 じているが,これらも2五体構造であるとし

ている｡以上の魚塀における TOの報告は全て本研兜の故地するアイソザイムIJミターンの解訳と一致し

ている｡

現在の独英弊狩研究に用いられている "系統群"は漁邦の突体に即した汎況予軸のlTi位であると思われる

が.沿岸漁業を対故とする水域での賢源研究は,かなり狭い範囲に生息する爪群を系統群としている｡スケ

トウダラを含めた沿岸漁薬の対象稜の酔顔多型による銀田地伝学的研究が.救 う酵素の牡蛎を畑して多くの

iB伝千度の組合せより無細の折月と逝伝子を交換し合う熊田と系統群との生物学的胸係をg]らかにする必車が

ある｡

要 約

1 資源の再生産単位はih伝子給源を共有する唖個体群であると考え,スケ トウダラの再生産単位を明ら

かにする目的でテトラ･/I)ウム･オキシダーゼ(TO)の遺伝的多型を丙べた｡

2 日本近海上り11原本.べ-リl/ク海より5標本.合計16民本1,013個体を奨験に供した｡

3 TOのアイソザイム･パター･/はS型,SF塾.F型の3磯節に分取 さA,各標本 IC,観察頻度と

Hardy-WeLrlberg法nlJより期待される頻度とはよく一致したC

4 TOの実現型叔風 速伝子頻度の全席本r川比較を行い.日本近海の11岸本とベーリソク海の5横木r川

で戦い統計的有意差が.luL,められたOこのことは両梅軒 こ生息するスケトウダラは外なる繁殖難民に属するも

のと考えられた｡
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.)シ リコ ソ7'の生理学的研究*

幼体の光合成 と呼吸におよはす温度,光および塩分の形苛について

新 原 銭 昭

(北海迫立稚内水産就坂巻)

Physiological StudiesofLaminariajaタOJZICaVAT.OCholeTlSlS

Theeffectoftempcratule,lightintensltyandsat.∩llyupon

photosynthesLS andresplratlOnOfyoungsporophytes

YoshiaklNllHARA

(I-/okhaJdoWLZ以L'''0'F'shc'･'csEュl,crLme′∫IaLSrE.ILO")

1 Phot肪yntheSlSandrespl'atlOnOEyoungSPOrOphytesofLamlnarJLZJu♪0"ica ∀ar ocJIOIe･･SIS

lnCUlturearemeasuredbyuslngthemanometrlCmethodlnOrdertostudytheeEfectof

temperature,hghtlntenSlty乙IndSa]lnlty

2 PllOtOSynthesISmeasuredLLtilllghtlntenSltyOE10KluxvarlOUSlndlrlerenttemperatures

Theoptlmum temperaturelnPhotosynlhesISISbetween8and15℃ andthenaxlmum ValuelS

obtaLnedatlげC Resplra110nqUOtlent(R Q)atthLSSltuatlOnlSrrOrn094toI03
3 AtatemperatureDf15lCthecompenSatlOnPOlnLIS130luxandthesaturat10nPOlnt10比lux

wlththevalueofnelphotosyn山esisoE45.002FAl/mgdrywt/hr.TheoptimumSalLnltyatthlS

SltuatlOnlSktween28.00‰ and3600%

4 PhotosynthesIS IncreasesduringLl-egrowthoEyoungsporophytesderlVedfromthe1-year一心1d
and2-yearsoldplant5 Theresultshowsthatthehlgherva)ueisalwaysobta)nedlnthe

decendantderlVedfrom thei-year-oldplant

ま え が き

海溝の光合成と呼吸に関する生理学的研究はアマノリ屈をはじめ.他海藻の叡感掛こついてなされてきた

(CHAPMAITq,1961,BROWN & JoHがSON,1963.)弓形,ユ963,OGATA& MATSUI,1965,敦焚 ･新臥

1965,NEWELL也 PyE,1968,KJELDSEN& PMNNEY,1971,YoKOllAMA,1971)0

コンプ屈 (Lalllularla)では配偶捧期の成熟と光.温度および塩分との関係についての知見は4,い く木下

1947,HASFTGAIVA,1962,1971.YABU,1964,KATN,1964)｡一方,幼体卿こついては KATN(1969)が培

養によって L hyperboreaの生長に関しての適正燃盛および水温を報告してお り. DRUEHL(1967)紘

ist'cc/'LZr'''O と L.groenELZ7td'ELZの分布が水温と塩分渡鑑との閑操で脱明できるとしてい る｡また

LUNING(1971)は T.)'yperborea の生長は季節ごとの光合成主の変化のリズムで′i;されると報告してい

る｡このように水41,光,塩分沸度と柴兼摂+LとがFC物の生長ならびに分JlJ'を奴湖する重要fL:要田となって

いるが,実際のコソブ漁場ではこれらと生育環境との関係が十分把握されるに至っていない.このため生市

'搬文番号 A85
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要Egを知るEl的で培養によって得た幼体の呼吸tと光合成屯を生長Jlの指標とし.これらにおよはす照度.

温度おJ:び塩分の形事に関する実鼓を行った｡また 1年 FIコンプと2年Elコソブからの遊走子に由来する幼

体の各生長に伴う光合成且の変化も比較実族を試みたので,その縫製を報告するQ

本論に入るに先だちご校閲を勝った北海RÎ一草薮規正世富太郎侍士に,またてノメト1)ック法のご折井を

勝った札幌医科大学助b凍寒英世博士に衷心より感謝の意をJZする｡

材 料 と 方 法

用いた材料は1971年9月礼文島船泊.1972年10月利尻島R泊で採集 した リ./ リコ t/7'(L,ar'zillar'a

JaPonrCLZVAT.OChotensEs)の 1年 EIお上び2年日の兼体を母津として逝束子を放出させ,それを培養 して

得た幼体であるC培糞に際 しては水温14●C,14時間照明 (光源は白色東光灯,照射14,00)lox)の条件下
で*- トクレープ匁理した滅菌海水 100mIあたりに ESl培地 (TATEWAKT,1966)2mlを添加 したもの

を用いた｡

光合成Jtならびに呼吸長はマノノトリック法(ワールブル〆挨Ll:計,耕本 K.KりG-2-14型,振暗1089

秒)で湘足し,方法はワールプル〆の間接法にしたがった｡容潜の啓Jtは 17.0-18.Omlのものを使用し.

海水容Jtは 5･Oml,呼吸王の測定には別室中に 15%KOH 水溶液 02ml,成東ガスの貯留測定にはd室中

に 3N-HとSOlを 0.2mJ用いた｡夷挨朋始前15分間を空振 りさせ妖料が平衡状態に連 してから実施したo

EEi洲定は突抜終了摸,燕体を蒸留水で洗浄し, 105●Cで吃鉄させたものを乾盃として用い.乾正蓋 1mg,

1時間当た りの見掛け上の酸素放出丑を光合成皇とし.これから暗1l､I.時の呼吸丑を引いたものを純光合成宜

とした｡照射光は上部照射 (白色或光灯 ･東芝白色 FL20S-W/NL)と側面賦射 (東芝 レフラソプ. 100

V-200W,フォトリフレクタ (I(氾V-300W)により2,0001uxまでは受光灯と白熱屯球 (東芝 レプラ./プ)

の2瀧を 2,0001ux以上の場合は3枚の光源を佐用した.照度は水中の容野面を韮坤として東芝照度計5号

掛 こJ:り測定した｡また塩瀬且の測定は海洋観測指針 (1969)に,クppフィルJt孜憶 は突抜良芸化学 (19

64)にしたがった｡

結 果

1) 温&の形IF(光合成一温度曲線)

使用した菓体 (板取 ま除 く)は 1年 目コソプの遊走子から由来 した平均兼良2･8cm,薫暗 06cm の個体

であり,実験粥始前に24時間各水温で培養した｡頼政 10Kluxに保ち水温 5-20℃ の範囲で光合成生を測
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定した (fig 1)｡ 光令状の丑芯他は10oCで示し,光合成のためのji水温唯雌は8115●Cである｡暗黙での呼

吸封 土水温5'Cで 17502Pl/mgdrywL/hr,水温20oCで 19002FLl/mgdrywt/hr,水温 8-15●Cで

145-15502PI/mgdrywt/hrであ.>た｡水温20℃以上については敢紫放出量が不軌州であったために

図示LTL:かった｡水温10●C以下の鵜合は15●C以上の時に比べて巌瀦故はJ.Jlは瀬次減少した｡すなわち減少の

度合は最高値を示した水温10oCの時の他に比べ5●Cでは295%,20°Cでは588%であったCこの光合成一温

度曲線を得たときの呼吸係数 (R Q.)は094-I03であった｡

2)照度の形y (光合成一光曲線)

使用した菓体 (収部は除く)は温度の実検に用いたものと同じく1年IlコL/プの逆火T-から山瀬した平均

兼長 28cm,兼ki06cEnの幼体である｡ 水温15●Cに保ち.難産を 0-LIOKlu又まで射 ヒさせて得た曲線が

Fig2{･ある｡ なお架扱前に各照度に1時間供試材料をJR応させた勺照度OIuxの時の呼吸Jill1502FAl/
mgdrywt/hTであり禰依点は 130luxを得た｡ 恨兼放出Jtは 10KluxまでI上帯次増加し.10KIuxで

光飽和に連するDその光飽和における純光合成丑は 45002〟1/mgdrywt/hrであった｡
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また利尻由無泊. 仙法志の水深 05m 前校のところから採集した天然 コ ソ プ (平均菓長 3.0cm,兼幅

08cm)の幼体を使用した地合の光合成一光曲線を Flg3に′Ltした｡ 呼 吸生はそれぞれ 50,800tpV

mgdrywL/hrであり, 光飽和は共に llKlux その時の純光合成Lはそれぞれ 40,4202JLVng dry

wtPlrであった｡

3)社外iL&の形f (光合成一塩分曲線)

木次魚に鯉川 した海水は天然海水 (塩分 33.12‰) をfrA沸 して■輪L,あるいは蒸留水で稀釈したもの

で, リシリコl/プの幼体の光合成に対す る塩分洗度の形書をJべた( 1年Elコンプを母護として培卦 こ上っ

て持た典体 (収射 1除く.平均兼良27cm,兼帖 06cm)を唖･tの海水ik庶lこ入れ別時間後父掛 こ供 した｡

ただしその礼 典体の渦辺部が技色に変化し明らかにコ./プ先払が弱っている試料は実験に供 しなかった｡

その時の光合成の他を図示 したのが FLg 4である (水温15℃,照庇 10K)ux,沈痛した海水を 0.1N-HCl

で pH815にPt並)｡光合成のための適塩分範陸別土2800-36CO久.であ り,3312‰で最高値となった｡塩

分濃度4300%以上で培養 したコ-/プは呼吸のみがみられ 41分i*鹿1800‰では長詩の酸素故出土を御た時

に比べ66%の低下をみた｡
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4) 1年日コンプおよび2年目コンプを母glにして得た幼体の生長に伴う光合成JLの変化

1年日と2年E:lのり/リコソプをそれぞれ母業とし,培養して持た幼体の平均素姓 130Jlm から 28cTn

までの生長に伴う光合碇丑の変化を淋定した (Flg5)｡ 1年Elと2年E3コ./プからそれぞれ得られた幼作は

生長に伴って光合成Jtが約 3002Ftl/mgdrywt/hrから漸次Lf9加していった0 2昨日コ/7'から柑た幼

体は 1年臼コソプから持た幼体に比較して生長の度合はほとんど同じであったが光合成値 (平均89%)は若

干低かった｡なおこの際の孜I定条件は水温15℃,照度 10Kluxである｡

5) 天然産IJシリコンプの幼鰍 こおける色*体の吸収曲&について

利尻島仙法志の水深 05m EluJ-後のところから採水した天然コノブの幼作を使用し. 色釆体の吸収曲線を

兼長約 1cm のものと.約 4cm のものについて調べ Flg6に示した06425mJLと660mJ▲における敗

- Bl■del亡rLgth.Il上o.61m

A-･･･Bl■deltngLh 39士0 7C■

400 500 600 700
WさYeleElgLh(IJJI

Fig.6.Theab50rPLIOn Spectraofeach fractlOn ln

young sporophyLes of LIL,lLIlJ(.rLa JaPO/JICll
varocJ101L･JIStS TlleSolventISethyl-eLhcr

光庶から次式に上りクFIpフィルa丑を求めた｡

DM S エーテル層を ICに席釈した時の 6425mJJにおける吸光度

DBBO ∫/ 660 mJL II

すなわち平均繋長 1l上o6cm の黄体では乾兎見当たり 7217mg%,39士0.7cm の菓体では 8150mg

%を得た｡

考 察

KAr-N(1969)は LlL〝Lt-'一arLLThyJ,erbo/e〝,i dlglt〟/a,i sacc/lLLlllLa と SlJCCO'▲̂ほlIJ･olysch,deS

の4唖の配偶体mlと幼体期の生見と温度および照度との関係を刑べ,出没に変する放低照度は4種共に 10-

20)ux(I-2J･gCaVcm2see)であり.弧EB;については L d'gtIlLJlIと L hyperboreaでは10oCから)7℃

の範Ruで同展度の生見串であるが SI,olyscJ''desでは 10℃ よりlrCの方がより生長すること,tL:らぴに

i slJCChorEnaでは17lCで他の唖に比較して余 りJji良がよくないことを扱女 した｡ また KJELにBEN&
PmNNEY (1971)は7穂の海藻について温度,塩分変化が光合成にお上は す影 書 を調べ た｡ その中で

i sacchLtrI/laの生長の適温皮は 10-13●Cで適塩分液齢1300-350%であり,20●C以上で光合成および呼

吸係教が液少するこ とか ら,この概では満水iuと低4i分の内力が天掛 こおける分A'の制限hrL囚{･あるとし

た｡DRUEllL(1967)は Lgrog′JEa'td LrE'では息も生長に良い条件は低水温,応盤分であり,これらの撃

凶がこの唖の天然における分布を規制するが,i socEJzarLlIL7では河口付近のようfJ:特殊TL:幼令は別として

i grw′血〝dlCL7 上りも広範朗な温度と塩分に者応していると述べている0 才耕 土リyリコL/7'の光合成

農を洲髭した結果.光合成のための適温皮は8-15℃であり,i dLg'/L･LL･とL /･yperbore〟に似た較向で

あった｡ しかし本税の棚折ふしは15℃において 130luxであることを考えると生長に必要な最低照度は KAIN
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(1969)の括巣と比較してかなり高い値であったOこのことからt)シリコ-/7'の初期幼体の生見には低水温.

応照4:の条件が必要といえる｡照度のJiYについては 40KIu】【までのiN定値を示したが,実際には 50K

)uつくで光合成値は低下したのでこれ以上の高照度では阻TlB劫火としてfAくものと,思われる.なお天然産のコ

I/プの韻合でも Flg3には 30Kluxまでしか示 していないが 40KIuxあたりから光合成他が低下 して

光の阻酌がみられた｡これは培糞で得た結果と舛なることを示している｡ 木 下 (1947)は ホ ソメ コソ7'

(ireLlglOSa)を川いて種々の塩分ik皮別による発生試鼓を行い,1540-38.74!i,(比政から換井)までの唯
閏で道胞体を形成し.また YA♪U(1964)も天焦海水 (塩分it鹿32087呉i)に河水を5%.lo劣.20%と添

加した場合には.ホノノコソ7'の配偶体と造胸体の生長が天然海水のみの場合と同じ位良好であると確昏し

ている｡ リシI)コンプで光合成のための適塩分沸此砥掛 王2800-3600‰ を絡たが,これは KJELDSEN &

PHINNEY(1971)が報告した L saccJILZr川a のlLljとほとんど同じ41分濃度であるO-足炎件のもとで1年

目コ./プと2年目コ/プのそれぞれを母藻として逝光子を培表したtB合.発芽から幼体に至るまでの生長の

度合rまほとんど同じであったが.光合成値は 1年Elコー/プからの幼作が若干高かっね このことは,阪井ら

(1967)がリシt)コンプの1年EIのものは通常9月に子蕪斑が出刺 まじめる｡ そして2年Elの.)シリコン7'

は 1年日のものより早く7月中旬以降に成熟個体が現れはじめ.成熟の進み方も1年Elのものより早いと述

べているように,成熟時期と成熟の進みJJ-の丘などが一原因となっているのかも しれな い.また薬艮 3.0

cm まで生皮と共に光合放血が漸次増加したのは コソブの細胞が性とんど多層になり組織分化が乾められる

ことと色窯体の含有呈変化と憩われる｡後者については生皮とともにクpP7ィルaが増加したことだけか

らみても光合成Jとの関係が明らかであると与えられるC

要 約

l 培超 したリシ)コソプの幼体を使JlJL.光合成と呼吸を測定することにより照度,水温.塩分汲度の

影事と生長に伴う光合成の変化について訳奴を行った0

2. 温度変化に上る光合成のための適温L5'範臥ま8-15'Cであ り,光合成の叔前掛ミ10●Cの時示され

良 Q は 094-103でもった｡

3 水温15●Cにおける捕tK点照雄は 130)uxであり, 10Kluxで光飽跡 こ適し. その時の純光合成丑は

45002JLI/mg drywl/hr であった｡ また塩//)沸齢 こついては光合成のための遺塩分汲庇範囲が28C0-

3600‰であった｡

4 生長に伴う光合成の変化は幼体のJL艮とともに光合成Btが漸次増加し, 1年日と2年ElコL/プをそれ

ぞれ母業として得た幼捗では1年ロコソプから由来した幼体の光合成低が若干FSかった｡
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スケ トウダラ臭に関する研究*

妨1報 包装かまぼ このカルポニル部,顧性部および
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StudleSOn OdorofW alleyePoll∝k-1

IdenLlficaLLOnOfodorconstlluenLSlnCarbonyl,acLdlC,andbasIC

fractlonoftlleCaSlng"Kamaboko"(JapanesestyleflShptlSte)

Masayoshi,NAKAMURA KaoruTAMOTO,

KayokoKASAHARAH andKoklChlNTSHIBORJH

((IokL･lLldoCe7JIrltlFLS/leHeSExJ,e/LlttellIlLLSItLlIOIJ)

+'(̂TolreDE7'′'eSe'sIHnU'JtT･e'･5'/y)
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TnLhcpresentworkthevotiLtlteCOmPOnenLsOfc.lStng L̀KamabokoHproduce'lfromtheWaHeye
pol】OckmealwereSLudledgaschromaLOgraPhlCal)y

There5ulLSObLalnedwereasEol)ows:

1 The water-bleach･ng process.n"Kamatx)ko''manuEacturlng broughtabout'mnychanges

quanhLatlVelyln､OlaLllecomponentsoftheflnlShedproductbutnolquallLatlVely

2 1nthevolatllecomponentsof"Kamilboko",fourk.ndsofcarbony)compounds(acetaldehyde,

proplOnaldehyde,rI-buty.aldehytEe orlSO-Valeraldehyde orTneLhyleLhylkelone tLnd n-capro

aldehyde),sevenk･ndso【､olatltetattyaclds(acetlC,ISO-butyr･C,n-butyr･C.･50-Vakncn-Valer■C,

n-caproicandsorblC)andfourk･ndsofamlneS(trlmethylamlne,dlmeLhylamLne.methy)amlneantl

ammonia)were.dentiFLedgaschromi,tOgraPhlCaLlyan(l.nrraredspectroscopICally
3 Theac)dlCEractlOnVOIatlt17･edaLrel.LLivelyhlgh bolllng POlnt-SOrbLCaCldwhlChwasad(lell

artlfLClallyasanllSeptlC̀.ndun.dent.(,edtwocomTX,nentS-WasfoundtobeImportantCOmpOnenLs

ofthepecullarOdorln"Kamaboko"

緒 首

わが国稔漁獲呈は速にl千万 トソを越えたが,今後.漁業'li菅水城の設定などに上り.わがEilの漁業生殖

+和文衝j:; A86
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は大きな制約をうけることが予想される｡

こうした状況にあって,これら更改を発毛的にも噂好的にも,上り効果的に利用するためには魚のが庶な

らびに加工食品のlrJ一筋向上が生産者,77i♯者の一致した要盟であり.特にこれまで低位利用に汀んじてきた

多獲性,f(L51については.加工プJ一法の故好,所謂要法の開発などが当焦考えられなければ'ならない｡
年Iu1300万 トンを越える多狸眺魚柳の館班ともいうべきスケトウダラは,A卵を採取してしまえは,あと

はね排すり身以外,-市政堪能品にJLJ用される勘皮で,近年拍出向フィッシ1I7'pックの生産が伸びてい

るといっても.仙い変らず ミール生新 こ利用されるものが多い｡

動物性蛋白姿甥として盤撃た地位をLiJめるスケトウダラを丘品として利FT]する上で,大きな師事の一つと

してスケトウダラ特有の臭が問題となっていろ｡

西射らl)はスケ1ウダラ排乾晶の臭気成分について研究し.スケトウダラ典を特鼓づけている成分を兄い

出し,そのうちの1成分はイソ,(L/ル7/i,デヒドであること,残る2成分は中性成分であると推定しているO

さらにこれらの他に,力/L･ポ･--ル4成分,転7状分,収益3成分を同定している｡

スケTLウタラの灸は凍乾品だけに限らず,生帆でも.hop_品{･もみられるが.今回は包装かまぼこのR=

気成分について検討し.i央乾品の臭気収分との比較を行ったので.報LrllLする｡

実 験 方 法

1. かまぼこ拭料のgt製

鮮度中位のスケトウダラを話し身とし.兼晒区uJはそのまま.水哨虻12は5回水晒.脱水を繰返した検,

それぞれに食塩3%.でん扮10D/0,重合醗酸塩02%,砂糖5qo. ダルク三./酸ソーダ050iおよび合脱穀
商科ソルマイティ1%を添加し.40分rH】らい放したD次いで,径 4m の塩化tl'ニlJデソケースに詰め,90

'Cで40分IiiJ加温してかまぼことし.放冷後試料とした.

2 ガスクE]用扶料7I魁法およびガスタロ分析条件

uJ 全臭気成分

試料Zq製 かまぼこ20gを細g)し, 50ml恕｢.角フラスコに入れ,熱舶 20mIを加えて7ノンミ箔で密封

し.もちにこれを沸t溢浴中で5分間加温し.その三角フラスコ中の-プド･スべ-ス ･ペ ーパー (lll下

HSV.と略)5mlをガスクF,分析の拭料とLI=｡

分析粂什 装匠は馴 担GC-4A神をfflい.カラムは長さ 3m,径 3rnm のステソレス,カラム温度LLO一一

160㌧4●C/分の井alで行った｡保持相は CarbowiLX20M 5%,DlaSOlldL60-80meshを用い.キャリt'
-ガ刈まN2を溌生 15ml/分で,挨ul掛 1水糸炎イオソ化検出牡で行った｡

L2) カル.i;ニル成分

カルポニル成分の分稚 細挫したかまはこに等G:の蒸留水を加え.九枚フラスコに入れ.マントルヒータ

ーで80oCに加温LfJ:がら,N2 ガスを60ml/分の沈丑で祖父させ.カ′レポニル成分を02%24-ジニトロ7

工ニルヒドラゾソの2N塩酸浴液中にL･1ぴき,かまぼこ中のカルポ二ル城分をヒドラ′l/として分#した｡

得られたヒドラゾンは試料伽.L21とも 18kgをJTいて.各々 91mgと59rngであった｡

試料訳8t法 得られたヒrラゾ-/0.2-0.3mgを 10m)容三角フラスコに入れ.2N硫酸数滴を加え.

直ちにパラフィルムと7ルミ箔で帝王=_.沸清浄桁中で1511日】加温した｡その三ftJフラスコ中の LISV

5mlをガスクF,分析の試料に用いた｡

分析粂件 全火気IR分の分qT灸作とrTr]じ｡

(3)頼也成分

酸性成分の分# 細挫したかまはこ試fuJとI2)を各々 3kgと 4kgを水蒋免戚留し,留液を2%朕戯水

兵ナトリウム雨読で中和径,減は鼓薙.乾Eaして.厳性成分をナ トリウム4iとして分焦した｡

試料の苅魁 このナト1)ウム塩をIliび酸で分併し.逝搬した良性収分をエーテルで抽LH.し.i>7/J'タン

でメチルエステルとしたOこの脈肪恨}チルエステ/L漁船ユ-テル液をガスクp分析にTnいた｡
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分VT条件 装官は払酔 GC-5A型を用い, カラムは長さ 3m,径 3mm のステソレス.カラム温度80◆C

恒BLで行った｡操作書即土PEC6,000,lo劣,ShlmallteW 60-80TrLeShを用い, キ十リヤーガスは Heを

沫且 20mV分で,検出劉 ま熱花尋度検出器lt･行った｡

抄 塩基性成分

塩2E姓成分の分N 仮性成分の場合と同様にして得た水蒸気藻屑掛 こ挿gi熊を加えて徴較性 とし.次いで

減圧溝鼠 乾尚して.称発性塩基塩酸塩を得たO収丑は試料111.(2格 2kgより.各々07690gと01530g

であった｡

試料の陶製法 相らjl,た塩基塩酸塩故 10mgを小試験管に入れ 沸7ルカリ瀬液を数滴加え.paちに,(

ラフ^ルムとアルミ箔で襟対し.沸漉瀦浴中で10秒rLqblI温して,斗基成分を遜片せしめ,この小駅換甘中の

HSV.10-20plをガスクE7分析の試料とした｡

分析条件 装色は日立 GCJXB 型を用い,カラムは長さ2m,径 3mm のステ-/レス.カラム温度40'恒

温で行った｡保持脚 lSqualane20% とGlycer0125%,DLaSOlldL(25% KOH)60-80tneshを用い,

キ十1)ヤーガスは N2を洗Jt15TnV分で,検出嬰は魚馬車度検出替IC行った｡

312 456 78 9 10111213 1415 8t.

21 3 4 5 6 78Caching9 1011一t,

5 10 15 (Frlln)

Fig.L GLCofwholeflavor.

Column.3rnx3mm stan)esssteeltubepacked wILh 5% Carbowax

20M on6018Omesh DLa5011d L Column temp:40°-16q (4℃/mln).

De一eClor･FID Carrlergas N!al15ml/mln.
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実 壌 結 果

1 全臭気成分

試料としたかまぼこは試料(1)の無晒区,試料L2)の水個区とも著しい刺赦免をもっていたが,無晒区はその

上に姓い7ミソ臭を伴っていた.これをガスクp分析した耗児は Flg lのとおりであるD

このようFこ無職区では15個,水晒区では11個のt:I-クがみられたが.比較的大きなtゴークは両者とも全く

同様で,Carbowax20M を保持相とするガスクT,マトクラムからIi撫峨区と水晒区の全臭気成分に差掛 王

妃められない｡下の図(clはかまぼこを湘製した同じ原料を凍干した維1-しスケトウダラの全臭気成分をガス

クロ分析した結果である｡これらの間にはあまり桝似性は認められず,加工処理中の膨守が大きく現れてい

1 (a)NoTt-bleach2 ing st.

3 4 5 6

1 2 chin暑 St
3 4 5

C3C4 CSC6

5 10 15 (mln)

Flg.2.GLCofcarbonylfract10n

Column 3mx3mm stalnlesssteeltubepacked wlth 5% Carbowax

20M on60-80mesh DlaSOlldL Column Lemp 40D～160.(4℃/mn)

Detector FII) Camergas Ntat15mVm.n
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るものと考えられる｡

2 カルポ二ル成分

柑られた岩巣は Flg2のとおりである｡成分同定のため.標品についても同条件でガスクロ分析を行な

い.イソアミル7′しコールを内部標坤として相対保持時悶 (以下 tr一と略)を求めた括柴は Tablelであるo

TAble1.IllCnrbonylfTaCtlOn

Non-b】each"lg Water-bleiLChlng Authent･cs

PeakNo tlt PeakNo lrt Name

1 017

2 023

1 017

2 023

3 0.34 3 034

041

073

0 86

) (l00)

4 072

〇 085

(6) (1(刀)

Acetaldehyde

ドrop10naL(Iehyde

lSOIButyraldehyde

AceLOne

∩-Butyratdehyde

lSO-Valer81dehyde

MelhyleLhylketone

17

出

25

25

丑

認

知

0

0

人U
0

0

0

0

n-Caproaldehyde 072

1SO-Amylalcohol (ICO)

このように.無l街区と水晒区のガスクpバターソは.全般に無晒区の方のと-クが大きいだけで鳩めて机

似している｡

同定された成分はもっともtきいtlL クのアセ トアルデヒドと,それにプロt='ォ/ア,L,デヒ｢.それから

/ルマルブチル7ルデヒドかイソ/くレル7ルデヒドあるいはメチルエチルケト./と思われるもの.およびカ

ブ｡7ルデヒTlの4成分で,その他に無晒区2成分,水晒区l成分が同定されずに成った｡

3 世性成分

統射 iFlg3<l)に示すとおりであるO

'a'NO仙 hing V xn4

×2

0 10 20 30 40 50 60 70 80(,nin)

Fig31(I). GLCoEacldicEract1071
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I

3

45
67 8 9

2 (ら)Water-bleaching

1

3

6 945 7 8

tJ2Cfj CrC4C5 J C6

0 5 10 15 20 (mLn)

Fig.31(2)GLCofacldlCfractl0n

Column 3mx3mmsLalnlesSSteeltubepackedwILh 10%

PEG6CW on60J30111eShShlmallteW Columntemp_.

80° Detector TCD Carnergas.Heat20ml/mln



スケトウダラ臭に関する研究 折 1報 25

殻性成分も無暗区,水晒区ともそのJtクー･/はよく類似している｡ここで江Elされるのは比較的柘沸点部

の3つの大きfJ:t='-クで.ともに独特の刺教典をもっていた｡

まず,成分同党のため,ぼ凪脂肪酸メチルエステルのガスクp結果と比較すると Flg3-(2)のとおりで.

これをノルマル軒厳を盛i即こtRを球めると Table2のとおりである.

T&ble2.1ROLacldlCLract10n

Non-bl糾Chlr唱 Waler-bleachizLg AuthenL･cs

PeakNo tFt PeakNo tR NaJT)e

】 049 1 048 AcetlC

2 064 2 063

Propl0nlC

74

00

18

和

S!

74
00
17
70
詑

8 300 8 300
9 328 9 327

lSO-ButyrlC

a-ButyrlC

I写O-Valeric

∩-ValerlC

IS〇･･･CaproIC

∩-Caproic

68

73

00
18

71

朗

鮒

∩)
0

-
1

1

2

2

このように,酢酸,イソ輪形.ノル-1ル醗軌 イソ書革!乱 ノルマル吉草酸およびノルマルカプロン酸の

6成分が同定され,ピーク番号2.7.9と邦沸点部の3成分が同定されずに残った｡

砧沸点部の大きな3成分が兇してスケトウダラ肉に由来するのか,あるいは添加物に由来するのかを知る

ため.試料としたかまは'この内製のさい用いた添加物の中で臭気成分に影7す ると憩われる防AE剤につい

て,水茶気蒸留に上り転位成分を分推し,ノチル化壊.ガスクp分析に供した｡

その耗魚は Flg.4のとおりIC.大きなピークの中のもっとも大きい長後のt='-クは防虜刑に由来するこ

とを示している｡この部分を分取し,NuJol法により赤外スペクトルを調べたのが Flg5である｡

このように.良性成分の砧沸点卦 こおけるもっとも大きいピークは添加した防腐剤中のソルビソ虎である

ことがわかる｡

Fig.4.GLCoEacldlC fractionlnthea加ISePtlC
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1了 ~､

_-一一 J'lyL.,'¥ :∩

_____■ ヽ /1lI------＼ / J;[.,I/ i.'¥l/ I...I.,1'.iu.l''tt:ur,,iil〟 l'../' r ' ＼

W avenumber(crfil)

Fig･5･lRspecL,aofauthentic50rblCaCldandacldFracLIOnlntheantlSePttC

ThesolldllnelndlCateSauthentlCSOrblCacidandthedottedlLnelndlCales

theantlSePLIC

4 塩基性成分

縛られた篇巣は FIg 6のとお りである｡

成分同定のため.その tRを トT)メチル7ミソを基準に求めると.Table3 が糾られるo

このJ:うに,無喝区と水喝区の各t='-クは丑比の違いはあるが.状分的には全 く差外はなく. トリメチル

アミl/,ジメチル7ミ/,モノメチルア ミンおよび7-/そこ7が同定されたO

0 2.5 5 7.5 0 2.5 5 7.5 0 2.5 5 7.5
(m川)

Flg6.GLCofvolat】lebasICfTaCtlOn

Column 2mx3mmstamlesssteeltubepackedwlth20% Squalaneand

25% Glycerolon60-80TneShDlaSOIldL(25% KOH)Columntemp
40- Detector TCD CarrlergtlSN2iLlユ5ml/mln
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Table3.tlIOfvolatltebasefract10n

Non-bleachlng WateT-bleachlng AuthentlCS

PeakNo tR PeakNo tR Name tR

Ammoma o36

Methylamtne o57

DLmethyhmme o87

Trlmethylamlne l00

考 察

試料とした包炎かまは'この臭いは.官能的には娘咽区と水咽区とも独特な刺数的憩炎があり,無咽区では

その上にアミ1/臭が観かった｡このことは沓臭気両分のガスクリ分析の結光も良く/Tiしている｡すなわち各

臭気成分とも全般に水噸区に少なく,木簡により除去される よ うだ が.その度合は塩基性成分に特に搬新

で.酸性成分は照り合少ない.両区に共通の刺赦的笹臭には酸性成分,とくにその中でも砧沸点部の3つのt='

-クが関与していると思われる｡このうちの俵大のt:'-クは防腐剤として添加したソ′レビン転に由来するこ

とが分った｡他の2成分については今後の検討をまたねばならないが.これらはスケトウダラ肉に由来する

かあるいはスケトウダラ成分と添加物から二次的に生じたものと推測されるo

凍乾スケトウダラの臭気成分と比較すると,低級脂肪酸成分あるいは塩基性成分には最比の点を除けは大

きな遊脚 まみられないが,カルポ二ル成分,特に雄乾スケトウダラ勝央の特徴といわれるイソ,(L,′レアルデ

ヒドおよび中性成分と推定される2成分はかまぼこにはほとんど認められなかった｡

要 約

スケトウダラをLR料とする包装かまぼこを粥製し,この央気成分をガスク.,分析し,次の結果を紺た｡

1 製造工程中の水咽拙作は,かまぼこ臭気成分の畳的変化をもたらすが.Ti的変化をもたらさない0

2 かまぼこ臭気成分として,カルポニル4私 酸性成分7qi.塩基性成分4胤 計15成分を同定した0

3 包装かまぼこ特I和の臭いは酸性成分,特にその福沸点部の防腐剤ソルビソ酸を含む3成分によりもた

らされると推祭されたD

文 献

1) 西射 ･笠原 .即元 (1973) 昭和48年度日本水産学会春季大会諸派要旨



リシリコンプの天然におけるqt性配偶体および劫体の形

J[

金 子 孝

稚内の水深03-1m のコ./プ樵で採集したリyリコ

ソ7'の雌性配併任と,1ミ1)以下の幼体について形態学

的に研究した｡天於における本鹿の雌姓配伽休と道胞体

発達の初期形態を細胞数との関係.{･確めた｡形態学的特

徴は KANDA(1946)の治具とかなりよく-鼓した｡また

細胞数は道場体の兼良と比例的関係があり,造遵体の発
展と兼幅の相阻tN係は+0968と高い値を示した｡

1972年2月明渡

A78 北米鉄報 (】5) 1-8 1973

ホタテガイ PaLJ'nDJmLe九geSSneTLSJ'S (JAy)の生瀬

にBaする研究 書2鞍 軟体卓β肥兼の用年変化について

九 邦薮 .,J､原昭堆

Il掛ま1mの成良と軟体部の肥満が両者相互に朋適し合

って成長するもので,3-5年Jlが肥御慶高く.一般に

は3月から5月上帥こ収臥 8-9月が地低を示す｡軟

体部位指数は多虫帳では5月上旬と7月下旬に満く,6

月と8-9月に低い値を示す.内練塊は5月上旬瓜高

値.Jも細典は5月に原稿値で7-9月最低値を示し,そ

の変動は他の部位よりも大きい｡また,生殖典の成長段

脚 ま,未熟.碓胞,成長,吹払.故山の5期に分かれて

いる｡

A80 北水訳報 (15)23132 1973

エゾバフンウニのiA♯生物学的研究

川 村 - 広

エ′バフソウニの自然個体群の生活と賛意の動態を,

北海道各地のウニ漁場で研究した｡ウニの発育過掛i押

遊期と民生期に大きく二分され,発育と成長,生難典の

究 ･歪変化.食物妨取.生活駁JG,裸耗などの生活内容

は発育過掛こ従って変化している｡ウニ個体群の必見は

漁場に上り変化が{搾しいが,その水準を盟定する主な要

因としては,添加群となる幼稚仔の数量,成長の速度.

漁獲死亡などがあげられる｡

A82 北水鉄柵 (16) 1154 1973

余市沿#フゴッべ坤におけるスサビノl)の生瀬

船 野 隆

スサt=+ノ1)の生態調査を1969年2月から7月にかけて
行い次の総力王を得た.ア-7ノリのうち.スサビノ1),ウ

ップルイノ1),オオノノリが出現しており.3月に長大

の面前となり4月にかけて無難する'調査区の固定枠
(50cm2)の7枠中5枠に77ノリが出現し,うち3枠

は4月初111,こ最高の帯皮となった｡閏足掛こ出現したおもなものは.良策斬5唖,裾深耕3様,紅漠敷38瀧で.
B生冊が特拡く.繁雑卿こ捷占するものはェゾヒトエク
サとウスパアオノ1)で.着生周は狭いが長期捷占するの
がテソグサの一種フク｡フノリ,7:クマノ壬であった｡
スサt='ノ1)が着生している潮間帯と飛沫帝についてみる
と,その密度は潮間帯の方が約3倍で生長や末枯れが著
しく兼体も細長い｡また蝉胞子*の形成も潮間帯が著し
い｡一方,清子事や事柴の形成については飛沫帯の方が
早い｡
A79 北水部報 (15)9-22 1973

ホタテガイ PaLlr10PCCIenueBSOeTLSZ-9 (JAY)の生者

にBElする研究 第3年 ホタテガイ幼生の昼夜による垂

直分布について

jL 邦瀬 ･小原昭雄 菊地和夫 ･柵rI;博之

サp-7欄内で24時r;11にわたりホタテガイ幼生の定Hi採

Jltを行い,幼年.の垂屯分布,移動など生態の一部につい

て1:T-の知見を柑た (1968,'69年実施)｡ホタテガイ幼

生は.口中はて掛こ,夜間は表面付近に移動する｡各党

-fF段脚ごとの助とi三は.各掛こ,また昼夜にかかわらず均

科こ分神している｡産卵はほとんど同時に行われている

ものと想われる｡可弧 分布の主要因は潮汐と群棲な馳速

があり.上げ潮時に泡放し.下げ潮時にIl姫申 しやす

いo

A81 北水訳報 (15)33-52 1973

ホタテガイ且がら中におけるスサビノリ糸状体の穀胞子

放出と生Aの経年変化について

桶内政'R ･辻 宰昭

.+tタテガイ火がらを基fiとし,Jm 2当り的10個の果

拍子付けをしたスサt='/I)糸状体の生長と叙胞子放LLiを

5年間継扶調査した結果,糸状体は約 1年で貝がらをfr

jZJしその両面で掛こ生長した｡叡胞子の故山15年間み

られたが,4年以上になると放出教が減少し,その周料

も不鹿則となる｡iた,古い糸状体ほど鼓胞子の放rH

紘,培虐中の環境条件の形書を受けやす い傾向を示す

が,適切な培糞を行えば'3年間は人工採首に使用可能な

ことがわかった｡

A83 北水訳報 (16)55-67 1973



テ トラゾリウム ･オキシダーゼの多型現象によるスケ ト

ウダラ繁殖群についての集BHL伝学的研究

岩 田 宗 彦

漁業対叙櫛の機内兆団での交配様式が非選択的に行わ

れているかぎり,その資源の再生産単位ほ退転子給源を

共有している種個体群と考えられる｡そこで日本近diiか

らベーリソグ海刃三部までの広い水城から集めた16た栗本の

スケトウダラのテトラゾ1)ウム･*キ/ダーゼを交配す

る遺伝子座の2枚殿の対立迫伝子の頻度を電気泳動を用

いたツアイモグラム法により求め,口本近海とペ-リソ

グ海とに生息する個体矧ii】では叩生産を異にしていると

考えられる結果を得た｡

A84 北水試報 (17) I-9 1975

スケ トウダラ臭に関する研究 第 1線 包装かまぼこの

カルポ=ル部,筋性部および塩基性都中の臭気成分の同

定

中村全良･田元 首 .笠原光代千 ･四細幸吉

スケトウダラを原料とする包装かまぼこの央免成分を

ガスタロ分qrL,次の結果を待たo

l 製造工程中の水場排作により,かまぼこ臭気成分の

鼠的変化はあるが,質的変化はない｡

2 かまぼこ央先成分としてカルポニル4私 恨性成分

7軌 塩基性成分4種,計15成分を同定した｡

3 包装かまぼこ特有の臭いは,蕨性成分.とくに.そ

の芯沸･:淵;の防腐剤ソルt='./酸を含む3成分によりも

たらされると推察された｡

A86 北水.拭報 (17)19-27 1975

リシリコンプの生理学的研究 幼体の光合成と呼吸に及

ぼす温度.光および塩分の形fについて

新 原 義 昭

コソプの生長ならびに分布を規制してい るのは,水

温,光,塩分濃度および紫蛮郡などが考えられるoこの

ための生育要田を知る目的で培%tした 1)yリコンプの幼

体を使用し,光合成と呼吸を測定することによ り,即

皮,水温,塩分濃度の影響と生長に伴う光合成の変化に
ついて試放したC.その結果,光合成 の長南値は照度

10k)u)亡で水温10oCの時に示された｡水温15℃におけ

る補依点照度は 1301uxであり,10kluxで光飽和に

通した｡また,l年目コンプから由来した幼体の光合成

値は,2年日コソプから由来した幼体の値と比較して若

干鵡かった.

A85 北水封報 (17)11117 1975
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